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2024 年 12 月 14 日(土) 

連盟 審判部 

審判部より 

 

平素よりサッカー審判活動に関するご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

連盟公式戦（準公式戦を含む）の運営、実施に関する改定、および再周知事項についてご連絡いたします。 

 

① 試合前の選手確認時の変更事項 

 ・試合前の選手用具チェック時における爪の確認を廃止（本日付け、大会本部での確認も同様） 

  【背景】 

  →爪の管理は選手/クラブとして試合に 

参加するマナーである。（競技規則上の記載なし） 

  →爪を試合直前に切らせた場合、鋭利となり、 

かえって危険性が増す可能性があるため。 

 

☆上記に伴い、クラブへのお願い 

 ・爪に関してマナーとして選手が自主的に 

前日までに爪を切ることを促してください。 

 爪切りに関して間違った知識が散見されます。 

右記に正しい爪切りの仕方を参考に掲載いたします。 

 

② 審判ライセンス確認の徹底 

・公式戦、準公式戦（自主運営の試合）共に審判ライセンスの確認を必ず行ってください。 

  →連盟公式戦は本部で実施、準公式戦（自主運営大会）は当日会場提供チームにより実施 

 

③ 審判対応に関する事項について 

 ・連盟公式戦（準公式戦を含む）の審判は有資格者の対応が必須 

  →無資格者対応の場合は参加取り消しも検討 

 ・特に自主運営大会は経験のある審判員がご対応ください。 

  →練習試合等での審判をご経験された上で公式戦審判員をご対応ください。 

  →「初めての審判が公式戦」というケースが無い様に、クラブとしての対応をお願いします。 

 ・「審判部 連絡事項」の再徹底について 

  →2023 年 12 月 9 日 2023 年度第 2 回理事会での提示事項（別紙） 

 

④ 審判委員のサポートについて 

 ・審判部審判委員会の所属審判員はネームプレートを携帯しています。 

公式戦等の各会場において、審判技術等に関するご質問があれば、お声かけください。 

    ・また、各会場において、審判委員よりお声かけさせて頂く場合がありますので、 

予めご了承ください。 

       ・クラブや公式戦会場単位等での審判技術研修会の実施などを検討いたします。 


